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『上手にお菓子できるかな』（平成27年1月22日撮影）
撮影者：内藤和恵さん（境）　撮影場所：ぎんが工房（天狗沢）
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リニア中央新幹線
を考える

議会傍聴記

青柳　匠治
〔長塚〕

佐藤　袿子
〔竜王仲町区〕

この有料広告に関する掲載基準や申込書などは、
市議会ＨＰに掲載しています。（1枠につき1回2万円）

有

　料

　広

　告

市民の 声

　9月18日定例議会において、地元議員が一般質問に立
つということで、ぜひこの機会に傍聴してみようと、地区
の多くの方 と々共に、私も初めて議場に足を運び、厳粛
な中、開始時間が来るのを待ちました。私はだいぶ前に
はなりますが、衆議院議員の大臣就任祝いで国会議事
堂内を案内され、見学させていただいた機会があり、そ
の時の雰囲気と同様な感覚を思い出しました。
　最初の質問者として議員から「やすらぎ聖苑管理運営
などについて」の一般質問があり、当局や市長の見解な
ど私たちの暮らしに直結した議案が審議され、市民の
声の代弁者である議員さんが、日頃身近で感じているこ
とや、今後の行政が進むべき方向等が見えて、質疑応答
は非常に興味深いものがありました。
　少々残念だったことは、傍聴者が少なかったことで
す。私も今まで機会がなく、実際に議場に足を運ぶこと
はなかった一人ですが、今はインターネットで議会の様子
が配信され、自宅でも簡単に議会の様子を見ることがで
きます。私たち市民は、もっと議会に関心を持ち、市政
運営の実態を把握する必要性を感じました。議員の皆
様方には、私たちの代弁者として、今まで以上に市民の
声が行政に反映されるように、さらに活発な政策提言を
お願いしたいと思います。

　国策の名のもとに、一私企業が進める「リニア中央
新幹線」事業の問題点は、日本列島に影響を及ぼす大
事業であるにもかかわらず、ほとんど国民的議論がな
されていないことです。
　国民的財産ともいうべき、山や川や谷が、国有地、
県有地、町有地の名のもとに、無条件で、私企業の事
業に協力させられているのを見るのはつらいことです。
実験線沿線の人たちはつらい冬を過ごしています。特
にリニア北側の直接日の当たらない家はもちろんのこ
と、近くにある家でも、沿線の土が凍るために冷凍庫
に入っているような寒さです。
　甲府盆地を 27 キロメートル走る高架橋は、景色を壊
すだけでなく、沿線の人々の健康・生活を壊し、優良
農地に影響を与えます。
　反対の声を上げなければ、賛成と見られてしまいま
す。「リニアは果たして必要なものなのかどうか。」甲斐
市民の皆さまも山梨の将来のために、一緒に考えてみ
ませんか。
　太陽は全ての人に平等に恵みをもたらすものです。
太陽の恩恵を奪う権限は誰にもないはずです。このリ
ニア中央新幹線事業は、日影権問題だけでなく、赤石
山脈に巨大トンネルを掘る諸問題も抱えています。
　国策であっても、たとえ決まったことであっても、戦
争や原発と同じように、止めなければならないことが、
私たちにはあるのではないでしょうか。

＊＊＊引越しのお手伝い致します＊＊＊

家電製品、自転車、バイク、金属全般まで
買取致します

出張回収にも伺います！ お気軽にお電話ください。

不要品はございませんか？

甲斐市龍地88－1（年中無休）
☎0551－28－6262

発行日／平成27年2月25日 発　行／甲斐市議会　　〒400-0192　山梨県甲斐市篠原2610番地　TEL（055）278-1673
発行人／議長　有泉　庸一郎 編　集／議会広報常任委員会

委 員 長　　松　井　　　豊
副委員長　　金　丸　幸　司
委　　員　　滝　川　美　幸

委　　員　　五　味　武　彦
委　　員　　斉　藤　芳　夫
委　　員　　坂　本　一　之

甲斐市マスコットキャラクター



特別会計補正予算
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12月補正予算

※下水道事業の550万円は、翌年度に繰り越して
使用することができる繰越明許費。

国民健康保険

介護保険

介護サービス

下水道事業

特別会計名 補 正 額

6億1,520万円

1,634万円

1,188万円

5億7,010万円

4,309万円

1,134万円

926万円

500万円

463万円

おもな歳入（財源）

おもな歳出（使いみち）

一般会計補正予算

一般会計を6億4,342万円増額一般会計を6億4,342万円増額
　12月一般会計補正予算は、前年度繰越
金などを財源に、財政調整基金積立金の
増額をはじめ、広域事務組合負担金、利用
人数増加による広域保育事業、自立支援
給付・医療事業の平成25年度の精算に伴
う国庫負担金返還金などの補正予算が提
出され、採決の結果、全会一致で可決しま
した。

諸支出金

民 生 費

衛 生 費

消 防 費

総 務 費

教 育 費

前年度繰越金

国庫・県支出金ほか

特別会計繰入金

財政調整基金積立金、竜王北保育園太陽光発電設備基金積立金の増額

利用人数増加による広域保育事業、自立支援給付・医療事業の国庫負
担金返還金などの増額

峡北広域行政事務組合負担金（ごみ処理）などの増額

甲府地区広域・峡北広域行政事務組合常備消防負担金、自主防災組織
資機材補助金などの増額

固定資産税の還付および還付加算金の増額

電気料金の不足による小中学校管理費、菖蒲沢地内（メガソーラー開発
予定地）の埋蔵文化財調査費の増額
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6,793万円

2,162万円

44万円

※550万円
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委員会レポート

　任期満了（平成26年12月24日）に
ともない、新海宏子氏（西八幡）の選
任（再任）に対し同意しました。

教育委員会委員

総務教育常任委員会　12月12日開催

市の負担が２／３、自治会負担が１／３である。
補助金の活用については、自治会長や防災委
員の会議で周知している。

除雪機など防災資機材購入の補助率と自治会

への周知は。
　今定例会における各常任委員会での議案審査の
質疑を抜粋してお伝えします。

委員会レポート委員会レポート
Q.

A.

厚生環境常任委員会　12月11日開催

法に基づくサービス通り行っている。前年度の
事業費の確定により国庫負担金を返還するもの
であり、前年度と同様な金額である。

事業を行わなかった不用額か。また例年の国

庫返還金額は。
Q.

A.

遊具等の新設や修理、高木など高所作業車を
必要とする場合は市が行う。

ちびっ子広場の管理は自治会ではないのか。Q.
A.

建設経済常任委員会　12月11日開催

龍地地内の県道拡幅工事と同時施工であり、県
では 12 月 18日に契約し、下水道工事は 4 月以
降となる。

3月31日までにどの程度工事ができる見込みか。Q.
A.

県道拡幅工事は舗装工事まで行うため、舗装後
に掘削ができないことから、補助対象の下水道
管ではないが、県道拡幅工事と同時施工する。

補助金に該当しないが施工するのか。Q.
A.

要支援者のケアプランの収入であり、利用者は
増えているが、見込みを下回ったため、減額と
なった。

在宅支援サービス計画の利用者が減ったの

か。
Q.

A.

この場所は、遺跡があるかどうか分からない困
難地域であり、今回試掘調査を行う。遺跡が
確認された場合は、現状保存か記録保存とな
り、工事が中止になるということではない。

埋蔵文化財が出た場合、菖蒲沢地区のメガソ

ーラー1工区は中止となるのか。
Q.

A.

当初予算の見込みが低く、燃料調整費単価が
高騰したためである。

小中学校で電気料を増額する理由は。Q.
A.

変更時に申告が必要となるが、申告の提出が
なかった。対象施設は 1 か所であり、法令に
基づきさかのぼって還付する。今後は、認可さ
れた施設等の情報を把握して、対応していく。

固定資産税の非課税施設の還付金の対応は。Q.
A.

自主防災組織補助事業　117万円増

市税還付金　500万円増

小中学校費　324万円増

文化財調査事業　139万円増

自立支援給付事業　925万円増

ちびっ子広場設置事業　23万円増

居宅支援サービス計画費収入　54万円減

公共下水道工事請負費　550万円繰越明許

表彰の伝達表彰の伝達
　定例会の初日（12 月 11 日）に議員表彰

の伝達式を行いました。

◆山梨県市議会議長会
・甲斐市議会議長の功労に対する感謝状　　藤原　正夫 議員

・甲斐市議会副議長の功労に対する感謝状　山本今朝雄 議員

議員表彰の伝達

自治会で購入した除雪機

甲斐市議会だより No.42
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定例会・臨時会議案審議結果 条例等の審査・指定管理者の指定

平成26年 第４回　定例会議案審議結果　平成26年12月11日・19日

平成26年 第４回　臨時会議案審議結果　平成26年11月26日

■全会一致の議案

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

平成26年度甲斐市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

平成26年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算
（第２号）

平成26年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

指定管理者の指定の件

市道路線認定の件

市道路線変更の件

教育委員会委員の任命の件

議案番号 議　　案　　名 議決
結果

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

同 意 第 3 号

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

専決処分の承認を求める件

山梨県営土地改良事業経費の賦課基準並びに徴収
の時期及びその方法についての承認を求める件

辺地に係る総合整備計画の承認を求める件

甲斐市立竜王北保育園太陽光発電設備基金条例の
制定の件

甲斐市景観条例の制定の件

甲斐市国民健康保険条例の一部改正の件

平成26年度甲斐市一般会計補正予算（第５号）

平成26年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

議案番号 議　　案　　名 議決
結果

承 認 第 3 号

承 認 第 4 号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

■全会一致の議案

可決

可決

可決

可決

可決

推薦

平成26年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算
（第１号）

平成26年度甲斐市簡易水道事業特別会計補正予算
（第１号）

平成26年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計補正
予算（第１号）

平成26年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算
（第１号）

平成26年度甲斐市水道事業会計補正予算（第１号）

甲斐市農業委員会委員の推薦の件※

議案番号 議　　案　　名 議決
結果

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議 会 推 薦

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

甲斐市の市長及び副市長の給与等に関する条例の
一部改正の件

甲斐市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他
の勤務条件に関する条例の一部改正の件

甲斐市職員給与条例の一部改正の件

平成26年度甲斐市一般会計補正予算（第３号）

平成26年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

平成26年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

平成26年度甲斐市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

議案番号 議　　案　　名 議決
結果

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

指定管理者の指定指定管理者の指定

Q. 応募が 1 社では比較できないのではないか。
A. 広く公募したが、1 社であった。
Q. 指定管理者の導入により、他保育園との保育

のバランスはどうか。
A. 民間のよいところは、園長会議を通じて、公立

へ導入、浸透していきたい。
◎山本英俊議員は欠席。

※平成26年8月12日に議会推薦した農業委員会委員に欠員が生じたため、田中嘉信 氏（牛句在住）の推薦を決定しました。

　指定管理者の導入は、民間のノウハウを活用し、住民サービスの向上と経費削減などを図るた
めのもので、次の施設の指定管理者を決定しました。

施設名

指定管理者

所在地

指定期間

甲斐市立竜王西保育園

社会福祉法人さくら会

甲府市宮原町1191番地

平成27年4月1日～平成32年3月31日

条例等の審査
Q. 景観計画の策定時期は。
A. 条例案と景観計画の素案は、平成23年7月よ

り策定準備を進めており、平成27年4月1日ま
でに策定する。

Q. 勧告または命令に従わないときに、なぜ罰
則ではなく公表にとどめたのか。

A. 景観条例の上位法となる景観法の罰則を準
拠していく。

Q. 他の保育園でも太陽光発電設備が導入され
ているが、条例の一本化は。

A. 補助金を活用した場合は、本条例を改正して
対応する。

Q. 積み立てた基金の使用目的は。
A. 太陽光発電設備の修繕および更新に要する

経費に限定される。

Q. 道路だけであるが、他の対象事業は満たさ
れているのか。

A. 計画策定にあたり、地域と担当課が話し合
いをして作成しており、今回は道路のみであ
る。

Q. 今後要望があれば、計画に入れて対応して
いくのか。

A. 要望内容を確認して計画変更する。

　市の風土、歴史、文化等を踏まえた良好な景
観を保全し、市、市民、事業者及び来訪者等の
協働による景観まちづくりの進展に寄与する条
例制定。
　市全域を景観計画区域とする景観計画を策
定して、４つの景観形成地域に地域区分して景
観形成を図る。

　竜王北保育園建替えに伴い、県事業を活用し
て、太陽光発電設備と蓄電システムを設置し、
発電した余剰電力を売電するには、補助金交付
要綱で、売電収入に伴う基金を設置し、管理す
るよう規定されていることから、基金を創設す
る必要があるための条例制定。

　辺地対策事業債の適用を受けるため、前屋、
下福沢、上福沢、神戸、下芦沢、本村、小川、平見
城、大明神の9集落を福沢辺地として、平成27年
度から31年度までの5年間の総合整備計画を策
定するものである。
　計画事業は、市道下芦沢線道路改良事業で、
事業費1億1,250万円。

辺地に係る総合整備計画の承認を求める件辺地に係る総合整備計画の承認を求める件

甲斐市景観条例の制定の件甲斐市景観条例の制定の件

甲斐市立竜王北保育園
太陽光発電設備基金条例の制定の件
甲斐市立竜王北保育園
太陽光発電設備基金条例の制定の件

賛賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛 賛 賛

■賛否のあった議案

会派名

議席番号

議員名

議　案　名議案番号

議決
結果

創政甲斐クラブ 新政クラブ颯新クラブ

 3 9 10 11 14 15 16 17 18 6 8 12 13 2 4 5 19 7 22 1 21 20 

議

　長

※有泉庸一郎議長を除く。

…賛成　　…反対　　…欠席
所
属
な
し

議案第67号 可決

欠

池
神

　哲
子

保
坂

　芳
子

金
丸

　幸
司

樋
泉

　明
広

松
井

　
　豊

小
浦

　宗
光

赤
澤

　
　厚

金
丸

　
　寛

滝
川

　美
幸

有
泉
庸
一
郎

坂
本

　一
之

清
水

　正
二

小
澤

　重
則

藤
原

　正
夫

内
藤

　久
歳

山
本

　英
俊

三
浦

　進
吾

長
谷
部

　集

山
本
今
朝
雄

米
山

　
　昇

斉
藤

　芳
夫

五
味

　武
彦

甲斐市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正の件

日本共産
党甲斐市
議　　団

賛 反

反 反 賛

竜王西保育園の新園舎

賛 賛

公明党
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一般質問 一般質問

「アベノミクス」による大型公共事業は地域の景気回復に役
立っていない。リニア新幹線は、膨大な電力消費・電磁波公害・南アル
プスの自然破壊、建設費（９兆円）超過分の負担も不明のままであり、この計画は凍結すべきでは。

松 井

■
日
本
共
産
党
甲
斐
市
議
団

松
井

　
　豊

　議
員

市長▶平成27年度以降JR東日本への
　　　委託工事として行う

市内の短期整備５路線の整備計画と橋梁長寿命化計画および長
塚第二踏切の改修に伴う市道・橋梁の整備は。

松 井

短期整備路線は、平成27年度から順次整備を予定している。
　橋梁は、今年度、１級河川の東

川にかかる岩森２号橋の維持管理損傷設計を行い、修繕工事を平成27
年度に予定している。
　長塚第二踏切は、本年度踏切北側の市道拡幅工事を行い、踏切本
体の拡幅は、平成27年度以降JR東日本への委託工事として行う。また、
踏切南側の長塚橋の架け替え（幅6.5ｍ）は、平成29年度完成を目指し
ている。

市 長

長塚第二踏切の拡幅は長塚第二踏切の拡幅は

■
創
政
甲
斐
ク
ラ
ブ

内
藤

　久
歳

　議
員

市 長 教育の支援としては、私立の幼稚園の保護者に対して、私立幼稚園就園奨励費を支給。経済的理由により
就学困難な小・中学生の保護者に対しては、学用品費、校外活動費、修学旅行費、給食費、医療費を援助している。
高校や大学での修学が困難な生徒に対しては、高校生は月額1万円、大学生は月額2万円を無利子で貸し付けてい
る。さらに、保護者に対する支援は、ひとり親医療助成制度、児童扶養手当の支給、家庭児童相談員による相談、生活
保護による経済的支援を実施している。また、経済的に困窮したひとり親世帯は、ハローワークと連携した就労支援も
実施している。

子どもの貧困に対しての取り組み及び支援は。

市長▶私立幼稚園就園奨励費や就学援助費など
　　　実施している
内 藤

子どもの貧困に対しての支援は子どもの貧困に対しての支援は

市
長
▼
国
調
査
の
貧
困
率
は
１
６・３
％
で
あ
る
が
、

　
　
　
市
で
は
集
計
で
き
て
い
な
い

市
で
は
、子
ど
も
の
貧
困
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。内
藤

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
は

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
は

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
な
が
る
要
因
は
。

内
藤

事業者であるＪＲ東海は地元住民と関係者への説明に努め、十分な理解を得て安全に進めてもらいたい。

中学生対象の自学講座の様子

現在の長塚第二踏切

小・中学校の学力向上に向けた支援の状況は。内 藤

市 長

新山梨環状道路北部区間は、総工費が当初1,150億円で着工されようとしているが、交通日量は、想定
（日量３万台）の２～３割と見られ、計画地域住民の反対も強いことから、この計画は凍結すべきでは。

松 井

北部区間の整備により、地域間の連携が深まり、活力ある地域づくりにつながるものと考える。市 長

子
ど
も
の
将
来
が
、生
ま
れ
育
っ
た
環
境
や
世
代

を
超
え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、必
要
な
環
境
整
備
と
教
育

の
機
会
均
等
を
図
り
、全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

成
長
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、子
供
の
貧
困
対
策
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

福
祉
健
康
部
長

子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
収
入
が
少
な
く
な
る
こ
と

や
、離
婚
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
で
母
子
世
帯
と
な
り
収
入
が
減
少
し
た
り
、雇

用
形
態
で
は
パ
ー
ト
、契
約
社
員
等
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
増
加

等
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
健
康
部
長

子
ど
も
の
貧
困
を
防
止
す
る
制
度
は
。

内
藤

防
止
す
る
制
度
と
し
て
は
、第
２
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方

に
家
賃
を
扶
助
す
る
住
宅
支
援
給
付
、社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合

支
援
資
金
貸
付
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
行
っ
て
い
る
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
等
が
あ
る
。

福
祉
健
康
部
長

平成18年度から市内の4つの公民館を会場に、学
生のボランティアによる中学生を対象とした自学講座の学習支援
を行い、経済的に余裕のない家庭への役割も果たしている。小学
生の学習支援については、小学生に適した指導・支援のあり方や
人材の確保など課題を整理して、先進地の取り組み事例なども参
考にしながら、研究をしていく。

教育部長

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る「
社
会
的

ひ
き
こ
も
り
」の
状
況
と
市
の
対
応
は
。

松
井

市
長
▼
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

　
　
　
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い
る

社
会
的
引
き
こ
も
り
へ
の
対
応
は

社
会
的
引
き
こ
も
り
へ
の
対
応
は

平
成
25
年
度
に
相
談
が
５
件
あ
っ
た
。支
援
に

つ
い
て
は
、障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所

や
電
話
、訪
問
等
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

市
長

市
の
生
活
保
護
の
状
況
は
ど
う
か
。ま
た
、

「
水
際
作
戦
」の
よ
う
な
問
題
は
な
い
か
。

松
井

生
活
保
護
世
帯
は
４
０
８
世
帯
５
３
０
人
と

な
っ
て
お
り
、平
成
20
年
度
以
降
、年
平
均
13
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
が
、「
水
際
作
戦
」や「
扶
養
の
強
要
」等
は

行
っ
て
い
な
い
。

市
長

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
へ
の
市
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

松
井

新
制
度
の
適
用
と
な
る
教
育・保
育
施
設
に
つ

い
て
は
、新
条
例
に
基
づ
き
、指
導・監
督
を
行
い
、引
き
続

き
保
育
の
質
を
確
保
し
て
い
く
。

市
長
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特集：市民と議会の対話集会

市民と議会の対話集会市民と議会の対話集会市民と議会の対話集会

自由意見の一部を紹介します

　市議会では、開かれた議会への取り組みとして、もっと市民に身近な市議会にしていくため、

11月19日、全地区を対象として「環境」をテーマに、３回目となる『市民と議会の対話集会』を開

催しました。また、１月31日には、下今井地区を訪れて開催しました。

　「チラシ」が51％、「知人・
友人」が30％で、約8割を占
めていますが、ホームページ
での周知は1割となっていま
す。

　参加者116人のうち、72人の方から回答をいただきまし
た。
　性別については、男性47人、女性21人、白紙回答4人で、男
性の参加が約7割でした。
　年代については、20歳代0人、30歳代2人、40歳代8人、50
歳代14人、60歳代以上48人で、60歳以上が約7割でした。

11 対話集会の開催を何で知ったのか
　「まちづくり」が37％、「福
祉」が2 7％、「財政全般」
20％、「教育・子育て」13％
と、すべての項目に関心があ
る中、前回のテーマで行った
「まちづくり」が多い結果と
なっています。

33 今後取り上げて欲しいテーマは

　「資質の向上」が45％、「情
報公開」「説明責任」は約25
％で均一しています。
　研修会などによる資質の
向上や、対話集会や議会だ
よりなどを通じて情報公開や
説明責任に務めていきます。

22 今後の議会・議員に求めることは

回答者の性別・年代

チラシ
51%知人・友人

30%

女性
31%

男性
69%

チラシ
51%

HP 8%

ポスター 3%

知人・友人
30%

その他 8%

資質の向上
45%

説明責任
25%

情報公開
26%

その他 4%

女性
31%

男性
69%

40歳代 11%

20歳代 0%30歳代 3%性別と年代の円グラフを作成

60歳代
67%
60歳代
67%

50歳代
19%
50歳代
19%

HP 8%

ポスター 3%
その他 8% その他 3%

資質の向上
45%

情報公開
26%

説明責任
25%

まちづくり
37%

まちづくり
37%

福祉
27%
福祉
27%

財政全般
20%

財政全般
20%

教育・子育て
13%
教育・子育て
13%

〇ゴミの減量化について、個人の行動意識が大切である
と感じた。

〇今後も議会との会は必要である。これからの市の発展の
ため、議員には力を発揮してもらいたい。

〇意見交換・質問の時間が短い。対話をする時間を確保し
てほしい。

〇政務活動費は、今後すべて報告・説明してほしい。

《全地区》

ゴミの分別と減量化の
徹底が大事では
ゴミの分別と減量化の
徹底が大事では

11月19日
竜王北部

公民館
・116人
・担当議員22人

出席者

議 会 の 対 応
と

主 な 意 見 ・ 要 望

Q． 有価物の回収量に応じて、報奨金を出すなど自治会
ごとに競わせたらどうか。

A． 有価物回収報奨金は1kgあたり5円であるが、回収方

法と共に検討が必要である。

Q． 行政力アップのため福祉、環境の職員は在職期間を長
くして専門職化すべきでは。

A． 専門性がある職種については、専門職の設置を要望し

ている。市民から優秀な人材を採用するのも一つの方

法ではないかと考えている。

Q． 空き瓶回収などにデポジット制の導入など必要ではな
いか。

A． デポジット制については、今後の検討課題である。

Q． 貢川は悪臭がするので改善が必要では。

A． 草が生え流れが悪い箇所もある。自治会要望や整備

状況を確認する。

Q． 三社神社付近の川に上流からゴミが流れてくる。御勅
使川工業団地内の工場の内容調査をして、水質検査も
必要では。関係市と合同で取り組んでほしい。

A． 現状を確認して、水質検査や河川の浄化などについ

て、釜無川上流の自治体（韮崎市、南アルプス市）との

連携を検討していく。

Q． 開発１号線などの街路樹や雑草の管理を行政に任せ
るだけでなく、地域の自治会が管理するようにしたらど
うか。

A． とっても良いことだと思うので、他の路線も含めて進め

て行きたい。

Q． 議会と市長で白熱した議論はあるのか。

A． 小中学校へのエアコン設置ややすらぎ聖苑の火葬
料の改定などで議論があった。

Q． 通学路の安全対策を。

A． 現状を確認して総務教育常任委員会で協議する。

Q． 市民は強制的に自治会に加入するようにしたらどう
か。

A． 自治会活動の重要性は認識している。市では転入
者に自治会加入の呼びかけをしている。強制的な
加入は難しいが、今後も継続していく。

議 会 の 対 応
と

主 な 意 見 ・ 要 望

《下今井地区》
１月31日

下今井
公民館

・19人
・担当議員10人

出席者

「市民と議会の対話集会」アンケート結果「市民と議会の対話集会」アンケート結果「市民と議会の対話集会」アンケート結果
　11月19日《全地区》の対話集会の会場において、アンケート調査を行いました。このアンケート結果を、今後の議会
活動に役立てていきます。
　なお、詳細な報告書については、市議会ホームページへも掲載してありますので、ぜひご覧ください。
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意見交換会・議員研修会 意見交換会

各種団体との意見交換会を開催しました各種団体との意見交換会を開催しました

農
事
組
合
法
人
ゆ
う
の
う
敷
島
と
の
意
見
交
換
会

農
事
組
合
法
人
ゆ
う
の
う
敷
島
と
の
意
見
交
換
会

（
10
月
10
日
開
催
）

建
設
経
済
常
任
委
員
会

甲
斐
市
環
境
審
議
会
と
の
意
見
交
換
会

甲
斐
市
環
境
審
議
会
と
の
意
見
交
換
会

（
10
月
20
日
開
催
）

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

甲
斐
市
消
防
団
と
の
意
見
交
換
会

甲
斐
市
消
防
団
と
の
意
見
交
換
会（

10
月
30
日
開
催
）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
議
会
主
催
の
議
員
研
修
会

市
議
会
主
催
の
議
員
研
修
会

（
１
月
19
日
開
催
）

　市
議
会
で
は
、「
議
会
に
つ
い
て
考

え
る
│
原
点
か
ら
も
う
一
度
│
」と
題

し
、名
古
屋
学
院
大
学
経
済
学
部
総

合
政
策
学
科
教
授
の「
西
寺
雅
也
」氏

を
お
迎
え
し
、議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、議
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
、二
元
代
表
制
の
再
認
識
や
地
方

分
権
に
よ
り
議
会
・
議
員
が
変
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　講
演
の
中
で
、人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、

財
政
縮
小
、自
治
組
織
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
、「
拡
大
か

ら
縮
小
」へ
の
時
代
へ
と
転
換
し
て
き

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、政
策
の「
選
択

と
集
中
」の
実
行
が
不
可
避
で
あ
る
こ

と
。ま
た
、市
民
と
の
議
論
の
場
を
設

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、開
か
れ
た
議

会「
市
民
参
加
」の
議
会
を
創
り
上
げ

る
こ
と
が
必
要
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。現
在
行
っ
て
い

る「
市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
」を
市

民
と
の
よ
り
良
い
合
意
形
成
の
場
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実

感
し
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
で
、議
会
・
議
員
の
役

割
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、時
代
の

流
れ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
議
会
力

や
議
員
個
人
の
意
識
改
革
に
努
め
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
す
る
た

め
、よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
議
会
広
報
常
任
委
員
長

　
　
　
　

松
井

　豊

　記
）

議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました

建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
甲

斐
敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
、「
ゆ
う
の
う
敷
島
」
の
代
表
者

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

茅
ヶ
岳
東
部
広
域
農
道
の
開
通
を

間
近
に
控
え
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

へ
の
期
待
感
が
増
す
中
、
ゆ
う
の
う

敷
島
が
、
飲
食
の
提
供
や
新
し
い
商

品
開
発
な
ど
、
新
た
な
事
業
展
開
を

目
標
に
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
ゆ
う

の
う
敷
島
か
ら
は
、「
利
用
時
間
や

飲
食
等
に
つ
い
て
利
用
し
に
く
い
点

が
あ
る
」
な
ど
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

後
日
、
常
任
委
員
会
に
お
い
て
協

議
し
た
結
果
、
利
用
者
の
声
が
反
映

で
き
る
よ
う
、
協
定
等
の
柔
軟
な
見

直
し
を
行
い
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

施
設
運
営
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
一

層
集
客
効
果
を
見
込
め
る
施
設
と
な

る
よ
う
、
計
画
的
・
効
果
的
な
予
算

措
置
に
努
め
る
よ
う
市
当
局
へ
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
活
性
化
は
、

今
後
の
甲
斐
市
の
農
業
振
興
、
観
光

振
興
は
も
と
よ
り
、
地
域
全
体
の
活

性
化
に
向
け
て
も
大
切
な
施
策
で
あ

る
こ
と
と
認
識
し
、
今
後
も
、
関
係

す
る
諸
課
題
の
検
証
・
検
討
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

（
委
員
長

　赤
澤

　厚

　記
）

　厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、「
環

境
」を
テ
ー
マ
に
、甲
斐
市
環
境
審
議

会
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　当
日
は
、環
境
審
議
会
委
員
よ
り
、

「
深
刻
化
す
る
ご
み
問
題
に
対
す
る

市
民
の
意
識
喚
起
を
促
す
告
知
方
法

や
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
教
育
を
充
実
さ
せ
、子
ど
も
た
ち

の
環
境
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
向

け
た
施
策
も
必
要
で
あ
る
。」こ
と
や
、

「
ご
み
が
低
減
で
き
る
、低
減
が
分
か

る
仕
組
み
づ
く
り
や
取
り
組
み
に
対

す
る
奨
励
や
補
助
の
導
入
な
ど
が
必

要
で
あ
る
。」ま
た
、「
菖
蒲
沢
地
区
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
お
け
る
、県
の
環
境

ア
セ
ス
不
用
の
判
断
へ
の
対
応
に
つ
い

て
。」な
ど
活
発
な
意
見
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
、出
さ
れ
た
意
見
や
要
望

を
と
り
ま
と
め
、市
当
局
へ
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、「
議
会
で
も
県
の
レ
イ
ン
ボ

ー
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
ら
ど

う
か
。」と
う
い
う
意
見
を
受
け
、議

会
と
し
て
、マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
な
ど
い

く
つ
か
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　今
後
、深
刻
化
す
る
環
境
問
題
に

対
し
て
、安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、市
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長

　小
澤
重
則

　記
）

総
務
教
育
常
任
委
員
会
で
は
、「
消

防
団
員
確
保
」「
消
防
設
備
、
機
器
」

を
テ
ー
マ
に
、
甲
斐
市
消
防
団
の
幹

部
団
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、「
消
防
団
員

確
保
」に
つ
い
て
は
、減
少
傾
向
で
あ
っ

た
が
、
市
の
新
任
職
員
の
入
団
に
伴

い
増
加
し
て
お
り
、
団
員
確
保
に
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
敷
島
地
区
に
限
り
、
機
能
別
消

防
団
員
と
し
て
任
命
し
、
特
殊
な
消

火
技
術
に
よ
る
山
林
火
災
等
の
対
応

を
お
願
い
す
る
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
を
し
て
団
員
確
保
に
努
め
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

「
消
防
設
備
、
機
器
」
に
つ
い
て
は
、

特
に
ポ
ン
プ
車
の
更
新
や
、
市
に
は

中
山
間
地
域
が
多
く
、
山
林
火
災
等

の
際
に
水
源
の
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
た
め
、
水
槽
車
の
必
要
性
な
ど
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
日
、
常
任
委
員
会
に
お
い
て
協

議
し
た
結
果
、「
消
防
団
員
確
保
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
継
続
し
、「
消
防
設
備
、
機
器
」

に
つ
い
て
は
、
ポ
ン
プ
車
の
早
期
更

新
や
水
槽
車
の
購
入
な
ど
市
当
局
へ

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
さ
ら
に
市
民
の
生
命
財

産
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

消
防
団
活
動
の
充
実
を
図
れ
る
よ

う
、
議
会
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長

　三
浦
進
吾

　記
）

クラインガルテン収穫祭での懇談の様子

消防団との意見交換会の様子

環境審議会との意見交換会の様子
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視察研修レポート視察研修レポート

木質バイオマス発電施設を視察しました木質バイオマス発電施設を視察しました

三常任委員会
（総務教育・厚生環境・建設経済）
●●●●●●●●●●●●●

合同視察研修

平成26年11月５日
神之池バイオマス発電所
「木質バイオマス発電所の取り組み状況について」

「防災への関心を高め、知識の習得を図る」

11月６日
東京臨海広域防災公園

「国道357号東京港トンネルの概要について」東京港トンネル

茨城県　神栖市

東京都　江東区

防災公園のオペレーションルーム視察の様子

神之池バイオマス発電所の視察の様子

甲州市のバイオマス発電施設視察の様子

　市議会では、森林の間伐等から発生する木材について、バイオマス資源の
エネルギーとしての有効な利用方法を検討するため、10月14日に、甲州市に
ある木質バイオマス発電施設（古屋製材株式会社）の視察を行いました。
　この施設は、山からの間伐材を利用して、製紙用と燃料用のチップを製造
しており、平成19年6月には、チップ焚き蒸気ボイラーの本格運転を開始し
て、飲料水製造工場へ加熱滅菌のための熱供給を行うことにより、重油を使
わず、CO2排出の削減も行っています。また、平成22年3月には、290ｋｗのガ
ス化発電施設を稼動して、経済的に成り立つバイオマス研究開発に取り組ん
でいます。
　市においても、森林の荒廃が進行しており、バイオマス資源の活用が課題であるため、今回の視察を参考に、さらに
調査研究をしてまいります。

バイオマスの調査研究バイオマスの調査研究
　市では、廃棄物や未利用資源を主としたバイオマスの活用について、総合的かつ計画的な推進を図るため「甲斐市
バイオマス推進計画」を策定しています。
　議会では、このバイオマスについて、先進的な取り組みを行っている施設の視察を行い、調査研修を進めています。

　バイオマスとは、生物資源（bio）の量（mass）のことで、動植物に由来する有機物である資源で、原油、石油ガス、可
燃性天然ガス及び石炭（化石資源）以外のものをバイオマスと呼びます。
　バイオマスの種類には、家畜排せつ物や生ごみ等の『廃棄物系バイオマス』、林地残材や麦わら等の『未利用バイオ
マス』、さとうきびやなたね等の『資源作物（エネルギーや製品を目的に栽培される植物）』があります。

１日目
　本市は、「甲斐市バイオマス活用推進計画」に基づき、26
年 4月から、生ゴミの減量を図るための「甲斐市バイオマ
スセンター」を稼動させており、今後も、バイオマスの活用
を推進していく方針であることから、その先進的な取り組
みを行っている神之池バイオマス発電所の視察研修を行
いました。
　同発電所は、茨城県の最東南端に位置する神栖市にあ
り、民間企業が運営をしている国内最大級の木質系バイオ
マス専焼発電所です。

　燃料は、敷地内にある製材・加工工場の住宅用構造材を
生産する過程で発生する粉砕樹皮、生オガ粉活用してお
り、石炭等を一切使わずクリーンな電力・蒸気をつくり出
しています。発電出力は 21,000kw で、発生した電気は、同
企業の製材工程などに利用されるほか、余剰電力は国内の
電気事業者に販売。蒸気は、近隣の飼料コンビナートに供
給・販売されております。
　研修後、施設内の視察も行いましたが、発電所の煙突か
らの排煙もなく、環境にも配慮されている施設であること
を実感し、本市のバイオマスの活用に向けて非常に参考に
なりました。

２日目
　東京都江東区にある東京臨海広域防災公園は、首都圏直
下型地震等の大規模災害発生時に広域的な災害対策本部
が設置され指令機能の拠点となる施設であり、平時には、
防災訓練や各種イベント、また、来園者への防災意識の向
上を図るため防災体験学習施設も併設されております。
　研修では、はじめに施設の概要や緊急災害発生の際の対

応や役割等について説明を受け、情報集約を行うオペレー
ションルーム等の視察や体験学習を行いました。
　大規模災害発生時には、自治体の支援体制が整うまでは
自力で生き残らなければならず、その目安は３日間、72時
間と言われています。体験学習では、東京直下マグニチュ
ード７．３の大地震発生から 72 時間を生き抜く知恵をク
イズに答えながら学習しましたが、改めて日ごろからの備
えの重要性や、情報収集の大切さを認識いたしました。
　次に、東京港トンネルは、東京都品川区の臨海副都心側
から大井側を結ぶ首都高速湾岸線に平行する一般国道約
１．９kmの区間であり、２０２０年には東京オリンピック
の開催が予定されておりますが、本トンネルの整備によ
り、現在の慢性的な渋滞が緩和され、羽田空港や湾岸地域
へのアクセスの向上、また交通・物流ネットワークの構築
による国際競争力の強化など、様々な効果が期待できると
のことでした。
　説明を受けた後、トンネル内を大井側からお台場側まで
徒歩で移動しながら、シールドトンネルの工程や、避難通
路等の視察を行いました。

研修を終えて
　今回初めての試みとして３常任委員会（総務教育・厚生
環境・建設経済）の合同での視察研修を行いました。
　研修では、環境・防災等、本市が抱える重要な課題につ
いて研修することができました。バイオマスについては、
本市にも木質バイオマスを有する森林が 44％、県では 78
％あることから、今後も地域資源や再生可能エネルギーの
有効な活用方法等について、市と共に取り組んでいく所存
であります。

【総務教育常任委員長　三浦進吾　記】

 出典：バイオマス活用推進パンフレット（一般社団法人日本有機資源協会）

●糖質資源（さとうきび、てんさい）
●農産資源（いね等）
●油脂資源（なたね、微細藻類等）

廃棄物系バイオマス 未利用バイオマス 資源作物

●家畜排せつ物
●食品廃棄物
●黒液
●紙
●製材工場等残材、建設発生木材
●下水汚泥、集落排水汚泥等

●林地残材
●農作物非食用部
　（稲わら、もみ殻、麦わら等）

※1

↑菜の花
↑サトウキビ　

※1 パルプ生産段階で木材チップから
 回収できるリグニンを主に含んだ
 廃液のこと。
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視察研修レポート議会傍聴案内・表紙写真募集

編
　集
　後
　記

編
　集
　後
　記

平
成
27
年
は
、議
会
改
革
元
年
に
し
た
い
。

そ
ん
な
考
え
の
も
と
に
、こ
の「
議
会
だ
よ
り
」

も
ど
う
し
た
ら
皆
様
に
愛
さ
れ
、読
ん
で
い
た

だ
け
る
か
を
委
員
全
員
で
協
議
を
重
ね
て
い

ま
す
。具
体
的
に
は
、お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

表
紙
の
刷
新
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど
、市

民
の
方
々
が
、思
わ
ず
読
ん
で
し
ま
う
よ
う
な

議
会
だ
よ
り
に
、乞
う
ご
期
待
!!

「
議
会
だ
よ
り
」だ
け
で
な
く
、議
員
及
び

議
会
の
資
質
の
向
上
も
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、今
ま
で
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、斬
新
な

考
え
と
即
効
性
を
持
っ
て
、議
会
活
動
を
推
し

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。す
べ
て
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
議
会
に
、そ
ん
な
甲
斐
市

議
会
に
も
、乞
う
ご
期
待
!!

〔
坂
本
一
之

　記
〕

市議会ホームページまたは議会事務局
までお問い合わせください。

市議会ホームページまたは議会事務局
までお問い合わせください。
市議会ホームページまたは議会事務局
までお問い合わせください。

甲斐市議会で検索してください甲斐市議会で検索してください

TEL（055）278-1673
ホームページアドレス
http://gikai02.kaigiroku.jp/kai/

TEL（055）278-1673
ホームページアドレス
http://gikai02.kaigiroku.jp/kai/

TEL（055）278-1673
ホームページアドレス
http://gikai02.kaigiroku.jp/kai/

あなたの撮った
カラー写真で
表紙を飾って
みませんか。

締め切り
平成27年 3月 30 日（月）
到着分まで

送付先
〒400-0192
甲斐市篠原2610番地
甲斐市議会事務局　庶務・議事係
Email　kai-gikai@city.kai.lg.jp

表紙写真を
募集しています！

の議会だより議会だより

詳しくは詳しくは

検索甲斐市議会

2（月）

3（火）

4（水）
6（金）
9（月）
10（火）
11（水）
12（木）
13（金）
16（月）
17（火）
18（水）
20（金）

午前10時～
午前9時30分～
午後1時30分～
午前9時30分～
午前10時～
午前10時～
午前10時～
午後2時～

午前9時30分～

午後3時～

本会議（初日）
建設経済常任委員会
厚生環境常任委員会
総務教育常任委員会
本会議（条例ほか採決・代表質問）
本会議（代表質問・一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）

予算審査特別委員会

本会議（当初予算ほか採決）

議会を傍聴してみませんか！
平成27年　第1回定例会の日程（予定）

※日程等に変更がある場合もあります。

月 （曜日） 時　間 内　容日

3

※お気軽にお越しください。（議会傍聴席定員51人）
◆本会議の中継をインターネットで配信しています。なお、録画中継に
　ついても配信していますので、ぜひご覧ください。

※傍聴に際し手話通訳が必要な方は、福祉課へお申し込みください。
（電話055-278-1691　FAX055-276-2113）

議会ライブ中継と録画中継をインターネットで配信中！議会ライブ中継と録画中継をインターネットで配信中！

　議会活性化の取り組みとして、議会の活動を広く公

開するため、議場で行われる会議の様子をインターネ

ットにより、ライブ中継（会議中）と録画中継（常時）で配

信しています。

甲斐市議会で検索してください甲斐市議会で検索してください

甲斐市議会ホームページアドレス
http://gikai02.kaigiroku.jp/kai/
甲斐市議会ホームページアドレス
http://gikai02.kaigiroku.jp/kai/
甲斐市議会ホームページアドレス
http://gikai02.kaigiroku.jp/kai/

検索甲斐市議会

ご視聴は、甲斐市議会ホームページからご視聴は、甲斐市議会ホームページから
議会運営委員会

平成27年1月27日
浜岡原子力館

静岡県　御前崎市

平成27年1月28日
藤枝市議会 議会改革への取り組みについて

静岡県　藤枝市

藤枝市議会の視察研修の様子

１日目
　浜岡原子力発電所は、静岡県御前崎市に位置し、中部電
力唯一の原子力発電所です。敷地面積は、160 万㎡、5つの
発電設備がありますが、東日本大震災後、運転を停止して
います。
　研修では、南海トラフ巨大地震への備えとして設備面の
安全対策や様々な訓練方法についても説明を受けました。

２日目
　藤枝市は、静岡県の中央に位置し、静岡市、島田市、焼津
市に隣接し、人口約 14万 6千人の市です。
　同市議会では、決算特別委員会を設置し、市民目線で事
業に無駄がないか、市民サ－ビスが向上しているかなどを
主眼に、事業の成果や課題を整理し、施策の評価を行い、行
政に提言を行っています。また、予算特別委員会では、提言
の反映状況や、主要事業の進捗状況のチェックなど常任委
員会活動の充実にも取り組んでいました。

研修を終えて
　浜岡原子力発電所については、安全性や必要性など今後
も注視し、検証を続けて行きます。
　また、本市議会では、昨年、決算審査特別委員会におい
て、行政に12事業の新年度予算への要望を行いましたが、
今後は藤枝市議会のように事務事業評価等により行政に
提言ができるよう今回の研修を参考として協議、検討して
まいります。

【委員長　山本今朝雄　記】

議会広報常任委員会
平成27年2月2日
深谷市議会

埼玉県　深谷市

平成27年2月3日
宇都宮市議会 議会だよりの編集について

栃木県　宇都宮市

１日目
　深谷市議会では、見出しの工夫、写真やイラストなどの
使用や、特集記事をシリーズ化して掲載することで、議会
だよりを一人でも多くの方に手に取ってもらうことを心
がけて編集を行っていました。中でも、見開きページの見
出しや記事の割り付けを行い、委員自ら原稿作成にあたっ
ている点や、市広報誌と内容が重複しないように、議会で
何が議論されたのかを掲載している点は大変参考となり
ました。

２日目
　宇都宮市議会では、市政世論調査を基に、市民がよく読
む、読みたい、必要な記事などの調査結果を基に、紙面のリ
ニューアルを図っていました。また、中核市議会議長会の
議会報コンクールにおいて、平成 26年度最優秀賞に選ば
れ、柔らかく、親しみやすい紙面などの評価を受けており、
各面ともすっきりしたレイアウトで単なる情報提供はで
きるだけ避け、市民のために何が議論され、どう展開し対
処されたかという視点で掲載している点は大変参考とな
りました。

研修を終えて
　いずれの議会も、紙面の工夫や議会における審議の内容
を重点に、市民に分かりやすく伝えている点は、大変参考
となりました。今回の研修を参考に、今後の議会だよりの
編集に取り組んでまいります。

【委員長　松井豊　記】
深谷市議会の視察研修の様子
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第４回定例会

定例会・臨時会の審議結果

ここが聞きたい一般質問

特集 市民と議会の対話集会
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『上手にお菓子できるかな』（平成27年1月22日撮影）
撮影者：内藤和恵さん（境）　撮影場所：ぎんが工房（天狗沢）
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議会広報常任委員会
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リニア中央新幹線
を考える

議会傍聴記

青柳　匠治
〔長塚〕

佐藤　袿子
〔竜王仲町区〕

この有料広告に関する掲載基準や申込書などは、
市議会ＨＰに掲載しています。（1枠につき1回2万円）

有

　料

　広

　告

市民の 声

　9月18日定例議会において、地元議員が一般質問に立
つということで、ぜひこの機会に傍聴してみようと、地区
の多くの方 と々共に、私も初めて議場に足を運び、厳粛
な中、開始時間が来るのを待ちました。私はだいぶ前に
はなりますが、衆議院議員の大臣就任祝いで国会議事
堂内を案内され、見学させていただいた機会があり、そ
の時の雰囲気と同様な感覚を思い出しました。
　最初の質問者として議員から「やすらぎ聖苑管理運営
などについて」の一般質問があり、当局や市長の見解な
ど私たちの暮らしに直結した議案が審議され、市民の
声の代弁者である議員さんが、日頃身近で感じているこ
とや、今後の行政が進むべき方向等が見えて、質疑応答
は非常に興味深いものがありました。
　少々残念だったことは、傍聴者が少なかったことで
す。私も今まで機会がなく、実際に議場に足を運ぶこと
はなかった一人ですが、今はインターネットで議会の様子
が配信され、自宅でも簡単に議会の様子を見ることがで
きます。私たち市民は、もっと議会に関心を持ち、市政
運営の実態を把握する必要性を感じました。議員の皆
様方には、私たちの代弁者として、今まで以上に市民の
声が行政に反映されるように、さらに活発な政策提言を
お願いしたいと思います。

　国策の名のもとに、一私企業が進める「リニア中央
新幹線」事業の問題点は、日本列島に影響を及ぼす大
事業であるにもかかわらず、ほとんど国民的議論がな
されていないことです。
　国民的財産ともいうべき、山や川や谷が、国有地、
県有地、町有地の名のもとに、無条件で、私企業の事
業に協力させられているのを見るのはつらいことです。
実験線沿線の人たちはつらい冬を過ごしています。特
にリニア北側の直接日の当たらない家はもちろんのこ
と、近くにある家でも、沿線の土が凍るために冷凍庫
に入っているような寒さです。
　甲府盆地を 27 キロメートル走る高架橋は、景色を壊
すだけでなく、沿線の人々の健康・生活を壊し、優良
農地に影響を与えます。
　反対の声を上げなければ、賛成と見られてしまいま
す。「リニアは果たして必要なものなのかどうか。」甲斐
市民の皆さまも山梨の将来のために、一緒に考えてみ
ませんか。
　太陽は全ての人に平等に恵みをもたらすものです。
太陽の恩恵を奪う権限は誰にもないはずです。このリ
ニア中央新幹線事業は、日影権問題だけでなく、赤石
山脈に巨大トンネルを掘る諸問題も抱えています。
　国策であっても、たとえ決まったことであっても、戦
争や原発と同じように、止めなければならないことが、
私たちにはあるのではないでしょうか。

＊＊＊引越しのお手伝い致します＊＊＊

家電製品、自転車、バイク、金属全般まで
買取致します

出張回収にも伺います！ お気軽にお電話ください。

不要品はございませんか？

甲斐市龍地88－1（年中無休）
☎0551－28－6262
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